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幼年消防クラブ員が
　            ポンプ操法を披露



上天草市成人式
新成人392人の門出を祝う

▲多くの新成人が一堂に

▲進行　塩平美月さん（左）、藤澤彩加さん

▲熱唱するＭＩＣＡさん▲ＭＩＣＡライブでは会場が
　一体に

▲みんなで記念写真。はい、チーズ！

新
し
い
時
代
の

　
　若
き
担
い
手
の
皆
さ
ん
へ

2014
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▲大矢野地区　高島龍也さん

▲松島地区　濵田望さん

新
成
人
代
表
謝
辞

▲実行委員長　塚本悠太さん

成
人
の
主
張

▲姫戸地区　加藤祥健さん

▲龍ヶ岳地区　柴田優さん

▲若さあふれる二十歳の門出！▲会場はどこも笑顔こぼれる▲会場前も晴れ姿の新成人たちでにぎわう

今
日
か
ら
は

　
　責
任
あ
る
社
会
人
と
し
て
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▲前森惠理さん▲山﨑奨太さん

▲髙橋右京さん

▲山中紗弥花さん

▲髙嶋優至さん
▲山中かんなさん▲浦下乾人さん

新
成
人
の
夢
と
目
標

2014

柔道で！

▲福田将仁さん
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▲前森景太さん▲濱田美由貴さん

▲濵口貴弘さん ▲金子愛美さん▲木下香織さん

▲竹中謙太さん▲西本未来さん▲田中唯さん

夢
の
成
就
を

　
　お
祈
り
し
ま
す
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消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
軽
可
搬
ポ
ン
プ
操
法

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
、
消
防
団
員

に
よ
る
「
通
常
点
検
」
や
「
放
水
競
技
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
市
婦
人
会
に
よ
る
ぜ
ん
ざ

い
の
振
る
舞
い
も
あ
り
、
多
く
の
参
観
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
消
防
団
員
の
各
表
彰
と
協
議
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
熊
本
県
知
事
表
彰
（
功
労
章
・
副
団
長

以
上
に
10
年
以
上
）

　
▽
団
長
　
坂
本
功

◇
熊
本
県
知
事
表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
・

25
年
以
上
勤
続
）

　【
大
矢
野
地
区
７
人
】
▽
分
団
長
　
山
下

安
國
▽
部
長
　
木
山
真
一
▽
班
長
　
林

　「
平
成
26
年
上
天
草
市
消
防
出
初
式
」
が

１
月
４
日
、
松
島
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
で
行
わ
れ
、
消
防
団
員
ら
約
５
０
０
人
が

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
川
端
市
長
が
「
近
年
は
、

大
規
模
災
害
が
、
い
つ
発
生
し
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
で
す
。
万
が
一
の
災
害
発

生
時
に
は
、
消
防
団
の
皆
さ
ま
と
一
丸
と

な
り
、
市
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
の
保

護
に
全
力
を
挙
げ
る
所
存
で
す
」
と
式
辞

を
述
べ
、
坂
本
団
長
が
「
上
天
草
市
民
を

災
害
か
ら
守
る
た
め
、
消
防
団
員
が
今
後

も
精
進
努
力
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
」
と

訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
島
地
区
保
育
園
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
に
よ
る
防
火
の
誓
い
や
愛
光
園
幼
年

田
誠
▽
団
員

　
山
下
幸
一
、
山
下
英
文
、

吉
本
清
喜
、
松
本
英
仁

　【
松
島
地
区
７
人
】
▽
指
揮
隊
長
　
脇
本

茂
▽
分
団
長
　
深
井
俊
文
、
小
幡
誠
志
、

田
中
茂
敏
▽
部
長
　
松
江
紀
彦
▽
班
長

中
﨑
良
二
▽
団
員
　
岡
元
宏
洋

　【
姫
戸
地
区
６
人
】
▽
部
長
　
若
松
伸
也
、

池
田
雅
浩
▽
班
長

　
田
中
文
昭
▽
団
員

浦
田
俊
英
、
小
林
義
尚
、
新
本
修

　【
龍
ヶ
岳
地
区
２
人
】
▽
部
長

　
田
脇
誠

一
▽
団
員
　
田
中
重
廣

◇
熊
本
県
消
防
協
会

　（功
績
章
・
20
年
以

上
勤
続
）

　【
大
矢
野
地
区
14
人
】
▽
分
団
長
　
黒

田
高
広
、
佐
伯
伸
一
▽
部
長
　
坂
口
正

祐
、
髙
橋
健
▽
班
長
　
福
田
正
明
、
中

本
敏
久
▽
団
員

　
木
村
光
利
、
山
下
秀

幸
、
西
口
直
也
、
木
下
守
吉
、
田
嵜
清
勝
、

浦
田
勇
広
、
細
江
正
司
、
松
尾
孝
司

　【
松
島
地
区
１
人
】
▽
団
員

　
松
本
寿
且

　【
姫
戸
地
区
９
人
】
▽
班
長

　
藤
崎
博
之

▽
団
員

　
浦
部
義
裕
、
坂
本
拓
也
、
森

枝
秀
一
、
岡
村
勝
茂
、
赤
穗
幾
朗
、
大

谷
巧
、
松
本
忠
徳
、
斉
藤
昭
幸

　【
龍
ヶ
岳
地
区
８
人
】
▽
分
団
長

　
川
端

康
文
▽
班
長

　
岩
見
智
浩
▽
団
員

　
道

脇
宏
治
、
大
塚
剛
、
山
中
誠
喜
、
山
本

太
陽
、
辻
﨑
淳
、
松
原
靖
彦

◇
熊
本
県
消
防
協
会
表
彰
（
勤
績
章
・
15

年
以
上
勤
続
）

　【
大
矢
野
地
区
11
人
】
▽
部
長

　
久
保
貴

志
▽
班
長

　
濵
田
真
和
▽
団
員

　
四
藤

晴
彦
、
杉
田
光
美
、
何
川
雅
彦
、
荒
木

昭
彦
、
川
嵜
盛
一
朗
、
松
本
一
洋
、
倉

田
智
徳
、
豊
嶋
隆
、
益
田
隼
人

　【
松
島
地
区
21
人
】
▽
分
団
長

　
釜
田

信
也
▽
部
長
　
渡
辺
光
法
、
林
田
栄
▽

班
長
　
荒
木
幸
太
郎
、
福
田
佳
治
、
上

田
芳
綱
、
德
田
繁
▽
団
員
　
渡
邊
経

夫
、
坂
本
伸
二
、
舛
本
誠
吾
、
嶽
本
欣

也
、
佐
藤
文
彦
、
釡
田
雅
弘
、
坂
口
真

吾
、
本
多
一
成
、
大
西
裕
一
、
宮
本
祐
一
、

松
下
大
志
、
上
村
守
、
林
田
盛
記

　【
姫
戸
地
区
３
人
】
▽
班
長

　
浦
部
信
一

▽
団
員
　
橋
本
仁
、
花
田
豪

　【
龍
ヶ
岳
地
区
12
人
】
▽
班
長
　
小
山
孝

俊
▽
団
員
　
濱
崎
亮
、
中
坂
浩
三
、
吉

井
知
幸
、
平
岡
英
治
、
吉
井
孝
仁
、
濱

本
文
久
、
奥
田
啓
司
、
東
川
裕
和
、
尾

ノ
上
明
、
武
森
一
、
川
端
広
司
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◇
通
常
点
検
の
部

○
優

　
勝

　
第
19
分
団

　（
龍
ヶ
岳
町
高
戸
）

○
準
優
勝

　
第
17
分
団

　（
姫
戸
町
二
間
戸
）

○
３

　
位

　
第
16
分
団

　（
姫
戸
町
姫
浦
）

◇
優
秀
指
揮
者
の
部

○
須
﨑
秀
和

　
第
15
分
団
長

　（
姫
戸
町
姫
浦
）

○
山
﨑
勝
喜

　
第
４
分
団
長

　（
大
矢
野
町
上
）

○
磯
部
和
明

　
第
19
分
団
長

　（
龍
ヶ
岳
町
高
戸
）

◇
格
納
庫
・
機
械
器
具
審
査
の
部

○
優

　
勝

　
第
５
分
団
１
班

（
大
矢
野
町
中
小
瀬
戸
、
貝
場
、

前
平
、
小
平
）

○
準
優
勝
　
第
６
分
団
３
班

　（
大
矢
野
町
中
江
後
）

○
３
　
位
　
第
９
分
団
２
班

　（
松
島
町
阿
村
８
〜
13
区
）

○
敢
闘
賞

　
第
14
分
団
１
班

（
松
島
町
教
良
木
野
々
川
、
教
良

木
本
郷
）

○
努
力
賞
　
第
５
分
団
２
班

　（
大
矢
野
町
中
野
米
）

○
努
力
賞
　
第
10
分
団
２
班

（
松
島
町
合
津
浦
山
、園
田
、松
葉
、

西
目
、
古
園
、
古
園
団
地
）

○
努
力
賞
　
第
10
分
団
３
班

❶

❷

❸

市では、消防団への入団者を募集しています。消防団は、日頃から災害に対する防御活動はもとより、
日夜、防火・防災のために活躍しています。市消防団では、団員数の減少や高齢化が進んでいますので、
特に若い人の入団をお待ちしています。

❶  
❷  
❸  

【問合せ先】 ☎

（
松
島
町
合
津
志
賀
間
、
西
の
浦
、

御
所
組
、馬
建
、国
迫
、稲
戸
、前
島
）

○
努
力
賞

　
第
16
分
団
２
班

　（
姫
戸
町
姫
浦
神
、
塩
屋
）

◇
放
水
競
技
の
部

○
優
　
勝
　
第
７
分
団

　（
大
矢
野
町
維
和
）

○
準
優
勝
　
第
17
分
団

　（
姫
戸
町
二
間
戸
）

○
３
　
位
　
第
12
分
団

　（
松
島
町
今
泉
）

※
通
常
点
検
…
消
防
団
員
と
し
て
の

士
気
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
団

体
行
動
に
必
要
な
礼
節
、
規
律
が

備
わ
っ
て
い
る
か
検
査
す
る
こ
と
。

※
放
水
競
技
…
消
防
用
小
型
ポ
ン
プ

に
よ
り
放
水
し
、
上
空
20
メ
ー
ト

ル
に
設
置
し
た
か
ご
か
ら
ボ
ー
ル

を
落
と
す
ま
で
の
タ
イ
ム
を
競
う

こ
と
。
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熊本県精神保健福祉センター

山口喜
き く お

久雄　所長　

　熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
現
在
、
自
殺
と
ひ
き
こ

も
り
の
対
策
を
強
化
し
て
い
ま

す
。
悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、

声
を
か
け
見
守
る
「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」の
養
成
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　ひ
き
こ
も
り
、
う
つ
な
ど
の
症

状
の
多
く
は
サ
イ
ン
を
発
し
て
い

ま
す
が
、
周
囲
で
こ
れ
に
気
付
く

人
が
少
な
く
、
本
人
も
支
え
を
求

め
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。
家
族

の
理
解
や
同
じ
境
遇
の
仲
間
、
安

心
し
て
話
せ
る
人
と
の
出
会
い
な

ど
、「
心
の
健
康
」
に
は
人
と
の

絆
が
大
切
で
す
。
ど
こ
か
へ
相
談

し
、
話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と

で
、
次
の
一
歩
へ
踏
み
出
せ
る
の

で
す
。

「『
心
の
健
康
』
に
は
人
と
の

絆
が
大
切
で
す
」

信じることで生まれる絆
熊本県市町村広報担当者による合同特集 Kumamoto Prefecture Public Relations Associa

tion 合 同
特 集

　県
の
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
、「
心

の
健
康
」
や
「
う
つ
病
」
に
関
す
る
相
談
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
う
つ
病
」
は
、
仕

事
や
環
境
の
変
化
な
ど
、
生
活
上
の
ス
ト
レ

ス
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　う
つ
病
な
ど
の
「
心
の
病
」
は
決
し
て
人

ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
か
の
は
ず
み
で

あ
な
た
に
も
、あ
な
た
の
大
切
な
人
に
も
か
か

り
う
る
病
な
の
で
す
。

　ま
た
、
若
者
の
中
に
は
他
者
と
の
交
流
が
で

き
ず
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
る
人
も
い
ま

す
。
内
閣
府
の
調
査
（
平
成
22
年
）
に
よ
る
と
、

全
国
に
は
約
69
万
６
千
人
の
ひ
き
こ
も
り
の

人
が
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
県
で
は
現
在
約

９
千
人
の
若
者
が
、
そ
の
状
態
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　心
の
バ
ラ
ン
ス
が
失
わ
れ
そ
う
な
と
き
に

大
切
な
も
の
、
そ
の
一
つ
が
人
と
の
「
つ
な

が
り
」
で
す
。
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
で
、

あ
な
た
の
大
切
な
人
が
悩
ん
で
い
る
と
き
「
助

け
て
」
と
い
う
心
の
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
声

を
か
け
て
、
話
を
聴
い
た
り
、
寄
り
添
っ
て

あ
げ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
あ
れ
、
い
つ
も
と
違
う
な
」「
今
日
は
元

気
が
な
い
な
」、
そ
の
気
付
き
が
あ
な
た
や
あ

な
た
の
大
切
な
人
の
支
え
に
な
り
ま
す
。

　あ
な
た
は
悩
ん
で
い
る
人
の
心
の
サ
イ
ン

を
見
落
と
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
悩
ん
で
い
る
人

は
も
う
一
度
周
り
を
見
渡
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

つ
な
が
り
は
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に

き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。

大
切
な
の
は
「
つ
な
が
り
」

あなたは一人で悩みを抱えていませんか？大切な人がつらい思
いをして苦しんではいませんか？つらいときや、環境の変化が
あったとき、心のバランスを失ってしまうことも少なくありま
せん。そんなときこそ、大切なものがあるのではないでしょうか。

崩
れ
や
す
い
心
の
バ
ラ
ン
ス
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歩
け
る
可
能
性
「
１
％
」

　事
故
が
起
こ
っ
た
の
は
２
０
０
１
年
３
月
、

熊
本
に
来
て
10
年
目
の
こ
と
で
し
た
。
番
組
の

取
材
で
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
体
験
中
、
約
５

メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら
墜
落
、
第
３
腰
椎
を
粉

砕
骨
折
し
脊
髄
を
損
傷
し
ま
し
た
。
事
故
の
瞬

間
は
体
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
音
や
感
覚

が
あ
り
、
救
急
車
で
病
院
に
向
か
っ
て
い
る
と

き
は
不
安
と
恐
怖
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　手
術
後
は
腰
か
ら
下
の
感
覚
が
全
く
な
く
、

医
師
か
ら
「
歩
け
る
よ
う
に
な
る
可
能
性
は

１
％
あ
る
か
な
い
か
」
と
言
わ
れ
、
歩
け
な
く

な
る
こ
と
を
覚
悟
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
師

の
「
諦
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。
歩
け
る
よ
う
に

な
る
可
能
性
は
０
で
は
な
い
。
１
％
を
大
き
く

す
る
の
も
小
さ
く
す
る
の
も
あ
な
た
次
第
で

す
」
と
い
う
言
葉
の
お
か
げ
で
、
１
％
の
可
能

性
を
信
じ
て
諦
め
ず
に
向
き
合
お
う
と
決
意
し

ま
し
た
。
こ
の
言
葉
が
、
リ
ハ
ビ
リ
を
頑
張
る

た
め
の
精
神
的
な
土
台
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　し
か
し
、
現
実
は
一
人
で
ト
イ
レ
に
行
く
こ

と
も
寝
返
り
を
う
つ
こ
と
も
で
き
ず
、
一
晩
に

30
回
も
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
す
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。そ
ん
な
自
分
が
情
け
な
く
な
り
、「
痛
い
」

「
つ
ら
い
」
と
い
う
言
葉
し
か
出
ず
、
心
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の

記
憶
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
見
舞
い
に
来

て
く
れ
た
友
人
に
「
こ
ん
な
両
足
な
ら
事
故
で

無
く
な
れ
ば
良
か
っ
た
」
と
ま
で
言
っ
た
そ
う

で
す
。

　　そ
ん
な
と
き
、
父
か
ら
電
話
で
「
痛
い
、
つ

ら
い
と
人
前
で
言
う
な
。
周
り
の
人
間
も
苦
し

い
し
、
つ
ら
い
ん
だ
」
と
怒
鳴
ら
れ
、
つ
ら
い

の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
と
気
付
か
さ
れ
、
も

う
二
度
と
弱
音
を
吐
か
な
い
と
誓
い
ま
し
た
。

優
し
い
言
葉
を
か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
本
気

で
怒
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
そ
こ
に
強
い
絆
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　家
族
だ
け
で
な
く
、
毎
日
多
く
の
友
人
も
見

舞
い
に
来
て
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
事
故
に

遭
う
ま
で
、「
頑
張
れ
」
と
い
う
言
葉
を
頑
張
っ

て
い
る
人
に
言
う
の
は
お
か
し
い
と
思
い
、
使

う
の
を
避
け
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
友
人
た

ち
は
「
頑
張
れ
」
の
言
葉
と
共
に
、「
神
様
は

乗
り
越
え
ら
れ
な
い
試
練
を
人
に
は
与
え
な

い
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
て
く
れ
、
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。
自
分
が
言
わ
れ
る
立
場
に
な
っ

て
初
め
て
、
気
持
ち
が
こ
も
っ
た
言
葉
は
相
手

に
伝
わ
る
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。
心
の

バ
ラ
ン
ス
が
不
安
定
な
と
き
ほ
ど
、
人
を
信
頼

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。し
か
し
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
話
し
合
う
こ
と
で
不
安
が
解

消
さ
れ
、信
頼
関
係
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。大
切
な
こ
と
は
相
手
を
信
じ
、気
持
ち
を
込

め
て
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　「
事
故
を
受
け
て
失
っ
た
も
の
は
何
一
つ
な

い
」
今
は
そ
れ
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
体
の
機

能
の
一
部
は
失
い
ま
し
た
が
、
逆
に
多
く
の
こ

と
を
得
ま
し
た
。
医
師
の
言
葉
、
父
の
厳
し
さ

の
内
に
あ
る
優
し
さ
、
友
人
か
ら
の
励
ま
し
。

１
％
の
奇
跡
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

周
り
の
支
え
や
言
葉
を
自
分
の
力
に
で
き
た
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　私
は
熊
本
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
番

組
や
講
演
な
ど
を
通
し
て
、
自
分
の
体
験
を
で

き
る
限
り
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
が
私
な
り
の
恩
返
し
で
あ
り
、
生
き
が
い
な

の
で
す
。

木村さんはインタビューの中で「相手
を信じることが大事」だと話しまし

た。私たちは多くの人とのつながりの中で
生きています。そして、人と人が信じ合う
ことでそこに絆が生まれ、さまざまな場面
で大きな支えとなってくれるはずです。
　この特集がつながりを見つめ直し、新た
な絆を生むきっかけになることを願ってい
ます。

信じることで生まれる絆熊 本 県 広 報 協 会
合  同 特  集

さ
ん

木
村 

和
也

◎ Profile
昭和 44 年東京都国立市生ま
れ。平成 3年熊本放送（ＲＫ
Ｋ）入社。以後、アナウンサー
として活躍中。番組取材中
に事故に遭い、入院時の心
の葛藤を記した自身の日記
『再起可能』を書籍化。現在
は精力的に講演活動を展開
し、自身の体験を伝えている。

相
手
の
言
葉
を
信
じ
る
こ
と
が
大
事

Ｋ
ｉ
ｍ
ｕ
ｒ
ａ 

Ｋ
ａ
ｚ
ｕ
ｙ
ａ 

「
周
り
の
支
え
や
言
葉
を
自
分
の
力
に
」

0
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10000

※平成 24 年度は熊本市に
「こころの健康センター」
が設置されたため、県との
合計数を表記。

22年度 23年度 24年度（※）

熊本県精神保健福祉センターなどに寄せられた相談件数

6,674 件 6,407 件

9,283 件

熊本県精神保健福祉センター
☎０９６（３８６）１１６６

【こころの健康相談】
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第６回フォレストリーヴズ熊本年越し上天草合宿

バレーボール年越し合
宿にぎやかに

伝統行事を後世に継承
蔵々十九社宮奉納相撲祭り

学校と地域の絆づくり

地域の皆さんに送る
年賀状
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取材：広報特派員 木戸博義さん

楊平郡（ヤンピョン
グン）パネル展

昨年20周年を迎えた
天草四郎メモリアルホール

楊平郡（ヤンピョン
グン）パネル展

韓国文化に触れてみよ
う

▲館長の中山裕巳さん（左）、スタッフの皆さん
　市民の皆さんも一度足をお運びくださいとのことです
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■問合せ先 　☎

平成 26年度住民健診申込みが始まります

郵送

●申込提出方法

●申込提出期限
●集団健診の日程（予定）　

◆お知らせ
①ご好評により平成26年度もヤング健診を実施します！

◆平成 26年度住民健診内容

生活習慣病健診

上天草市
国保特定健診

後期高齢者医療健診

肝炎ウイルス検診

大腸がん検診

胃がん検診

子宮頸がん検診

乳
が
ん
検
診

乳房超音波検診

マンモグラフィ
ー検診

骨粗鬆症検診

前立腺がん検診

結核・肺がん検診

②無料で受けられる健診があります

③子宮頸がん・乳がん（マンモグラフィー）検診が医療
機関（個別検診）でも受けられます

④上天草市国保特定健診と後期高齢者医療健診は医療機
関（個別健診）でも受けられます

　○健診の時期
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種　類 ※用意するもの 日 対象者（月生） 受付時間
水
火

火

火

木

火

【場所】
【用意するもの】

日 病院名〈診療科目〉（所在地）電話番号

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎
【診療時間】　

場　所 日 実施時間
（手帳受付時間）

月 月 月
月 月

水

月

月

用意するもの　

種　類 日 実施時間
木

【場所】
種　類 日 実施時間

木 木
【場所】 ☎

日 実施時間
金

【場所】 ☎

☎

■問合せ先
☎

■対象者　

■健診機関

■健診料金

■注意事項

～上天草市国民健康保険にご加入の皆さまへ～
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市立病院
だより

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
か
ら
当
院
お
よ

び
関
連
施
設
に
多
方
面
か
ら
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
お
陰
さ
ま
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成
24
年
度

も
純
利
益
が
９
１
０
０
万
円
の
黒
字
決
算
で
し

た
。
こ
れ
で
平
成
19
年
度
か
ら
６
年
連
続
し
て

黒
字
と
な
り
、
良
好
な
経
営
状
況
を
維
持
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
健
全
経
営
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
６
月
に

自
治
体
立
優
良
病
院
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
こ

の
賞
は
全
国
の
自
治
体
病
院
の
中
で
黒
字
決
算

が
５
年
以
上
継
続
し
て
い
る
こ
と
、
不
良
債
務

が
な
い
こ
と
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
が
受
賞
条
件
で
す
。
当
院
は
昭
和
61
年
に
も

同
表
彰
を
受
け
て
お
り
、
今
回
が
２
回
目
の
受

賞
で
す
。
全
国
で
も
２
回
目
の
受
賞
は
10
病
院

余
り
し
か
な
く
、
大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
。
こ

れ
も
上
天
草
市
地
域
婦
人
会
の
病
院
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
住
民
の
皆
さ

ま
、
行
政
、
市
議
会
な
ど
多
く
の
皆
さ
ま
の
支

援
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
平
成
23
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
施
設
改
修
な
ど
の
設
備
投
資
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
24
年
度
末
に
は
超
音
波
・
内
視
鏡
セ

ン
タ
ー
と
透
析
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
が
竣
工

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
超
音
波
検
査
、
内

視
鏡
検
査
や
血
液
透
析
の
患
者
さ
ま
が
快
適
に

検
査
や
治
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備
が
で
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
25
年
５
月
末
に
は
、
病

院
全
館
の
空
調
設
備
の
全
面
入
れ
替
え
も
完
了

し
、
過
去
２
、３
年
入
院
患
者
さ
ま
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
猛
暑
の
夏
も
、
昨
年

は
快
適
な
療
養
生
活
を
お
過
ご
し
い
た
だ
い
た

の
で
は
な
い
か
と
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
言
語
聴
覚
療
法
室
・

作
業
療
法
室
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
脳
血

管
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
患
者
さ
ま
の
リ
ハ
ビ
リ

療
法
が
さ
ら
に
充
実
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
病
院
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
改

修
工
事
も
完
了
し
、
電
子
カ
ル
テ
も
今
年
１
月

14
日
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
現

在
は
血
管
造
影
装
置
の
入
れ
替
え
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。
電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
は
、
順
調

な
運
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
１
カ
月
ほ

ど
は
、
患
者
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
２
月
末
ま
で
は
血
管
造
影
検

査
が
当
院
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
患
者
さ
ま
へ
の
影
響
が
少

し
で
も
少
な
く
な
る
よ
う
に
、
で
き
る
限
り
の

努
力
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
当
院
で
は
今
年
、
７
月
に
創
立
50
周
年
を
迎

え
る
記
念
す
べ
き
年
と
な
り
ま
す
。
ま
た
上
天

草
市
が
誕
生
し
、
市
立
病
院
へ
改
称
し
て
か
ら

10
周
年
に
も
な
り
ま
す
。
創
立
50
周
年
記
念
行

事
を
、
準
備
委
員
長
の
蓮
尾
副
院
長
を
中
心
に

４
月
に
記
念
大
運
動
会
、
７
月
に
記
念
式
典
・

祝
賀
会
、
11
月
に
記
念
文
化
祭
、
平
成
27
年
２

月
に
記
念
病
院
学
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
記

念
誌
の
発
行
の
準
備
も
進
ん
で
い
ま
す
。

上天草市立上天草総合病院
事業管理者　樋口　定信

　
平
成
26
年
な
ら
び
に
平
成
26
年
度
の
当
院
の

目
標
は
、
病
院
お
よ
び
関
連
施
設
の
さ
ら
な
る

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
質
の
向
上
と
、

健
全
経
営
を
継
続
す
る
こ
と
（
常
勤
小
児
科
医

の
確
保
を
は
じ
め
と
し
た
医
師
確
保
が
最
優
先

課
題
で
す
）
と
、
創
立
50
周
年
記
念
行
事
の
成

功
で
す
。
も
う
１
つ
の
目
標
・
計
画
は
施
設
の

老
朽
化
が
著
し
い
上
天
草
看
護
専
門
学
校
学
生

寮
の
改
築
工
事
で
す
。
３
月
市
議
会
で
ご
審
議
、

ご
承
認
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
平
成
26
年
度
着
工
、

平
成
27
年
度
末
竣
工
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
看

護
学
校
と
１
２
０
人
の
学
生
は
上
天
草
総
合
病

院
だ
け
で
な
く
、
上
天
草
市
の
た
め
に
も
ぜ
ひ

と
も
必
要
な
存
在
で
す
。
看
護
学
校
へ
の
応
援

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
上
天
草
総
合
病
院
お
よ
び
関
連
施

設
で
は
、
全
職
員
が
一
致
団
結
し
て
上
天
草
市

は
も
ち
ろ
ん
天
草
上
島
の
中
核
病
院
と
し
て
医

療
の
質
の
向
上
と
地
域
包
括
医
療
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
推
進
を
図
り
、
当
院
の
理
念
で
あ
る
「
信

頼
さ
れ
る
地
域
医
療
」
を
目
標
に
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
、
応
援
し
て

も
ら
え
る
よ
う
努
力
し
、
地
域
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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☆問合せ先　上天草総合病院
☎

展望美しい図書室の紹介

患者急変模擬訓練を実施しました

▲病棟での模擬訓練の様子

▲図書室からの眺望 ▲病院５階図書室
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心
豊
か
な
暮
ら
し
の
ペ
ー
ジ

●社会教育課
●中央公民館
　☎0969（28）3361

■日時

■場所

■問合せ先 ☎

代表の部
【優勝】
登立小学校

５年生の部
【優勝】
上小学校

▲前回の様子（ステージの部）

混成の部
【優勝】
中南小学校

■問合せ先 ☎

▲
▲

▲
■日時

■場所

■参加費
■定員

■申込・問合せ先

☎

■携行品

申込方法

～手作りスコーンと紅茶で楽しいティータイム！～
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■図書館おはなし会（30分～１時間）
【大矢野】
【大矢野】
【中　央】
【姫　戸】
【龍ヶ岳】
【対　象】　

■赤ちゃんおはなし会（約 20分）
【中　央】
【場　所】
【対　象】

■大人の朗読会
【日　時】
【場　所】
【対　象】

【問合せ先】 ☎

変更前 変更後

日時

場所

【全館共通】
●休館日
　

中央図書館 ☎
•

大矢野森記念図書館 ☎
•

姫戸図書館 ☎
•

龍ヶ岳図書館 ☎
•

今月の本
ほ ん

２月のテーマ「福はうち、鬼もうち？！」
３月のテーマ　『花づくり』
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vol.81

　
上
天
草
市
で
は
、
皆
さ
ま
の
健

康
を
守
る
た
め
、
が
ん
検
診
や
特

定
健
診
な
ど
各
種
住
民
健
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
が
ん
検
診
は
、
が
ん
の
早
期
発

見
の
た
め
と
い
う
こ
と
は
皆
さ
ま

も
よ
く
ご
存
知
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、「
特
定
健
診
」
と
は
な
に
か

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
特
定
健
診
は
、
40
歳
以
上
の
人

を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
（
高
血

圧
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
な
ど
）
の

前
ぶ
れ
で
あ
る
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
に
着
目
し
、
血

液
検
査
・
血
圧
測
定
・
尿
検
査
・

心
電
図
検
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
、
特
定
健
診
を
受
け
ら
れ

た
す
べ
て
の
人
へ
、市
の
保
健
師
・

栄
養
士
が
健
診
結
果
の
見
方
を
わ

か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、
生
活
習

慣
病
の
リ
ス
ク
が
あ
る
人
に
対
し

て
は
生
活
習
慣
の
改
善
計
画
を
一

緒
に
考
え
る
な
ど
、
一
人
ひ
と
り

に
応
じ
た
支
援（
特
定
保
健
指
導
）

を
行
い
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク

を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
食
事
や
運
動

な
ど
の
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ

と
で
、
発
症
や
重
症
化
を
予
防
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
に
、

健
診
を
受
け
て
生
活
習
慣
を
見
直

さ
れ
た
人
は
、
結
果
の
改
善
が
み

ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
こ
と
で
、
医
療
費
の
削

減
、
ひ
い
て
は
皆
さ
ま
の
健
康
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
自
ら
の
健
康
は
、
自
ら
管
理
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自
分
の
体

の
状
態
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま

し
ょ
う
。
専
門
知
識
を
も
っ
た
保

健
師
・
栄
養
士
が
全
力
で
皆
さ
ま

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
私
自
身
も
仕
事
の
合
間
を
縫
っ

て
、
毎
年
健
康
診
断
を
受
け
て
い

ま
す
。
な
に
よ
り
も「
健
康
第
一
」

で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
、
１
年
に

１
回
の
特
定
健
診
を
必
ず
受
け

て
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
楽
し
み

や
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　
３
月
上
旬
か
ら
平
成
26
年
度
の

住
民
健
診
申
込
み
を
開
始
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
と
し
て
、

ぜ
ひ
ご
受
診
く
だ
さ
い
。

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に
！

〜
１
年
に
１
回
の
特
定
健
診
を
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
〜

　
修
学
旅
行
の
全
日
程
を
終
え
２

年
生
97
人
が
１
月
18
日
、
元
気
に

上
天
草
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
主

な
行
程
は
長
野
県
で
の
ス
キ
ー
研

修
と
東
京
都
内
で
の
班
別
自
主
研

修
な
ど
４
泊
５
日
。

　
２
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た

ス
キ
ー
研
修
で
は
マ
イ
ナ
ス
12
℃

の
雪
国
を
体
験
。
初
め
て
ス
キ
ー

を
体
験
す
る
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
が
、
延
べ
10
時
間
の
練
習
で

か
な
り
の
上
達
を
見
せ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
東
京
で
は
班
別
に
都
内

を
見
学
。
こ
れ
は
、
各
班
で
考
え
た

行
動
予
定
に
沿
っ
て
生
徒
た
ち
だ

け
で
都
内
施
設
な
ど
を
巡
る
と
い

う
も
の
で
す
。
生
徒
は
「
Ｐ
Ｈ
Ｓ
位

置
探
索
シ
ス
テ
ム
」
で
見
守
れ
な
が

ら
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
渋
谷

や
原
宿
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
上
天
草
高
校
は
５
分
前
行
動
が

基
本
、
生
徒
ら
は
普
段
ど
お
り
、

集
合
時
間
の
厳
守
に
始
ま
り
、
率

先
し
て
食
事
の
準
備
や
部
屋
の
後

片
付
け
な
ど
行
い
、
そ
の
マ
ナ
ー

の
良
さ
に
各
宿
泊
施
設
か
ら
感
謝

の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
最
終
日
に
は
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
を
見
学
し
、
帰
り
は
空
路

で
熊
本
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
総
括
を
担
当
の
森
先
生

は
、「
全
員
元
気
に
全
て
の
日
程

に
参
加
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
」

ま
た
、「
以
前
に
も
増
し
て
学
年

の
結
束
が
固
く
な
り
ま
し
た
」と
、

話
し
て
い
ま
し
た
。

　
帰
っ
た
翌
日
か
ら
は
早
速
、
情

報
処
理
検
定
、
そ
の
後
も
簿
記
検

定
や
模
試
な
ど
が
続
々
と
実
施
さ

れ
ま
す
が
、
生
徒
た
ち
は
忙
し
さ

の
中
、
結
束
を
生
か
し
充
実
し
た

高
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

▲天候にも恵まれた高峰高原スキー場
（長野県）でのレッスン風景
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投票できる人

■期間
■期日前投票所（投票時間）

期日前投票

■投票日
■投票時間
■投票所

■投票所入場券について

■指定病院・指定福祉施設などに入院、入所中の人で、
その施設で投票をする人

■上天草市以外の市町村の選挙管理委員会で投票をする人

投票日当日 不在者投票

＜投票所一覧＞　選挙当日（３月２日）の投票所一覧
投票区名 投票所名 投票区の区域 投票区名 投票所名 投票区の区域
第 1投票区 第 8投票区
第 2投票区 第 9投票区
第 3投票区 第 10投票区

第 4投票区 第 11投票区

第 5投票区 第 12投票区
第 6投票区 第 13投票区
第 7投票区 第 14投票区

開　　票 問合せ先

■開票日時
■場所

☎



□日時

□場所
□入場料
□参加店舗

□問合せ先 ☎
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□日時
□定員
□コース

□参加料
□大会に関する参加申込み

☎

□実施日

□場所

□対象

□参加人数

□申込期間
□参加料
□申込方法

□問合せ先
☎
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問合せ先
大矢野庁舎
〒 869-3692
上天草市大矢野町上 1514
【代表】☎ 0964（56）1111
○市長公室○総務課（危機
管理防災室・選挙管理委員
会）○財政課○監理課○産
業雇用創出課○大矢野窓
口センター○会計課○議
会事務局○農業委員会事
務局○監査委員事務局
○企画政策課
　☎ 0964（26）5511
○農林水産課
　☎ 0964（26）5515
　☎ 0964（26）5516
○観光おもてなし課
　☎ 0964（26）5512
○税務課
　☎ 0964（26）5519
　☎ 0964（26）5520
　☎ 0964（26）5523
○環境衛生課
　☎ 0964（26）5524
○上天草市消費生活センター
　☎ 0964（56）0783
○上天草市ふるさとハローワーク
　☎ 0964（57）4510
○上天草市農林水産物加工品開発
研究センター
〒 869-3603
上天草市大矢野町中 11582-24
　☎ 0964（56）6100

税
の
ひ
ろ
ば

相
談
・
申
請

☎
保
健
課

年
金
相
談
を
実
施
し
ま
す

☎
税
務
課

２
月
の
納
期
限
は

２
月
28
日
（
金
）
で
す

▼
固
定
資
産
税

　
　
　
　
第
４
期

▼
国
民
健
康
保
険
税

　
　
第
９
期

▼
納
期
限

　
　
　
２
月
28
日（
金
）

▼
口
座
振
替
日

　
２
月
25
日（
火
）

▼
問
合
せ
先

　

○
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
０

○
税
務
課
市
民
税
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
９

☎
総
務
課

行
政
相
談
を
実
施
し
ま
す

　
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望
お

よ
び
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日

　
３
月
６
日
（
木
）

○
松
島

　
午
後
１
時
〜
午
後
４

時
・
松
島
庁
舎
１
階
相
談
室

▼
開
設
日

　
３
月
13
日
（
木
）

○
大
矢
野
　
午
後
１
時
〜
午
後
４

時
・
大
矢
野
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先
　
総
務
課
総
括
係

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

消
費
税
法
改
正
な
ど
に
関

す
る
お
知
ら
せ

☎
税
務
課

地
籍
調
査
終
了
後
の
登
記

地
積
で
の
課
税
に
つ
い
て

　
相
談
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
必

ず
予
約
（
受
付
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
３
月
20
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▼
場
所
　
市
役
所
大
矢
野
庁
舎
書

　
土
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
は
、
国
が
定
め
る
固
定
資

産
評
価
基
準
に
基
づ
き
、
登
記
簿

に
登
記
さ
れ
て
い
る
地
積
（
登
記

地
積
）
に
よ
り
評
価
し
て
課
税
す

る
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
旧
大
矢
野
町
で
は
固

定
資
産
税
評
価
基
準
に
設
け
ら
れ

て
い
る
例
外
規
定
を
適
用
し
、
こ

れ
ま
で
地
籍
調
査
が
完
了
し
た
土

地
の
課
税
地
籍
は
、
調
査
に
よ
り

登
記
地
積
が
増
加
し
た
土
地
は
従

前
の
地
積
で
課
税
し
、
減
少
し
た

土
地
は
減
少
後
の
地
積
で
課
税
す

る
と
い
う
取
り
扱
い
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
旧
大
矢
野
町
が
昭
和
62
年
度
か

ら
地
籍
調
査
事
業
に
着
手
し
、
平

成
25
年
度
に
地
籍
調
査
の
登
記
を

完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
市
全
域

の
税
負
担
の
公
平
性
な
ど
を
総
合

的
に
考
慮
し
て
、
平
成
26
年
度
分

か
ら
原
則
ど
お
り
登
記
地
積
に
よ

る
課
税
を
行
な
い
ま
す
。

　
登
記
地
積
に
よ
る
課
税
に
つ
い

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
税
務
課
固
定
資
産

税
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
０

　
消
費
税
法
な
ど
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
「
消
費
税

及
び
地
方
消
費
税
」
の
税
率
が
、

５
％
か
ら
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
税
庁
に
お
い
て
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
欄

に
「
消
費
税
法
改
正
の
お
知
ら

せ
（
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革

関
係
）」
の
特
集
ペ
ー
ジ
を
設
け
、

改
正
内
容
な
ど
の
広
報
・
周
知
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
消
費
税
法
な
ど
の
主
な

改
正
内
容
を
記
載
し
た
「
消
費
税

法
改
正
等
の
お
知
ら
せ
」（
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
も
、
市
役

所
各
庁
舎
な
ど
の
窓
口
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

　
消
費
税
法
改
正
な
ど
に
関
し

て
、
お
分
か
り
に
く
い
点
や
詳
し

く
お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署

（
改
正
消
費
税
相
談
コ
ー
ナ
ー
）

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
天
草
税
務
署

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
２
５
１
０

　
国
税
庁
で
は
昨
年
に
引
き
続

き
、
平
成
25
年
分
確
定
申
告
期
に

お
い
て
も
、
次
の
と
お
り
税
務
署

な
ど
で
閉
庁
日
対
応
を
実
施
し
ま

す
。

▼
閉
庁
日
対
応
を
実
施
す
る
税
務

署
等

　
熊
本
国
税
局
管
内
に
お

い
て
は
、
熊
本
西
、
熊
本
東
、

大
分
、
宮
崎
、
鹿
児
島
の
５
税

務
署

▼
閉
庁
日
対
応
を
実
施
す
る
日
　

２
月
23
日
（
日
）・
３
月
２
日

（
日
）

▼
対
応
業
務
　
確
定
申
告
書
用
紙

の
配
付
、
申
告
相
談
、
確
定
申

告
書
の
収
受
お
よ
び
納
付
相
談

※
電
話
相
談
は
対
応
し
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先
　
天
草
税
務
署

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
２
５
１
０

確
定
申
告
期
に
お
け
る
税

務
署
な
ど
の
閉
庁
日
対
応

の
実
施
に
つ
い
て
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問合せ先

＜松島庁舎＞
〒 861-6192
上天草市松島町合津 7915-1
【代表】☎ 0969（56）1111
○都市整備課○市民窓口課
○建設課
　☎ 0969（28）3350
○福祉課
　☎ 0969（28）3351
○保健課
　☎ 0969（28）3354
○健康づくり推進室課
　☎ 0969（28）3356
○高齢者ふれあい課（地域
包括支援センター）
　☎ 0969（28）3360
□教育委員会
○学務課
　☎ 0969（28）3364
　☎ 0969（28）3365
○社会教育課
　☎ 0969（28）3361　
＜姫戸統括支所・水道局＞
〒 866-0195
上天草市姫戸町姫浦 2502-3
　☎ 0969（58）2111
＜龍ヶ岳統括支所＞
〒 866-0292
上天草市龍ヶ岳町高戸 1412
　☎ 0969（62）1111

☎
総
務
課

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
ま
す

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
労
働

相
談
の
お
知
ら
せ

　
熊
本
県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
２
月
と
３
月
の
第

１
・
第
３
水
曜
日
に
、
特
定
テ
ー

マ
ご
と
の
労
働
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
相
談
は
来
所
ま
た
は
電
話
で

社
会
保
険
労
務
士
の
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。
な
お
、
そ
の
他
の

労
働
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

▼
実
施
日
・
テ
ー
マ

○
２
月
19
日
（
水
）
…
未
払
い
賃

金
（
未
払
い
残
業
代
）
に
つ
い

て
○
３
月
５
日
（
水
）、
19
日
（
水
）

…
解
雇
、
退
職
勧
奨
・
退
職
、

雇
い
止
め
に
つ
い
て

▼
時
間
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所
　
朝
日
生
命
熊
本
ビ
ル
１

階
（
熊
本
市
中
央
区
）　

▼
問
合
せ
先
　
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー

　
☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
６
１
３

　
い
じ
め
・
体
罰
、
家
庭
内
暴
力
、

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
相
続
問
題
、
近

隣
問
題
、
障
が
い
者
差
別
な
ど
人

権
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
困
り
ご

と
、
心
配
ご
と
を
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
、
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
事
前

の
予
約
は
不
要
で
す
。

▼
開
設
日
・
場
所

○
２
月
24
日
（
月
）・
大
矢
野
農

村
婦
人
の
家

○
３
月
６
日
（
木
）・
姫
戸
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
時
間

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
問
合
せ
先

　
総
務
課
総
括
係

　

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

庫
棟
１
階
会
議
室

▼
問
合
せ
先

　
保
健
課
後
期
高
齢

者
医
療
年
金
係

　

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
４

□
本
渡
年
金
事
務
所
に
て
年
金
相

談
予
約
受
付
中

　
待
ち
時
間
な
し
で
、
年
金
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
年
金
手
帳
を

お
手
元
に
、
本
渡
年
金
事
務
所
ま

で
お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
本
渡
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室

　

　
☎
０
９
６
９
（
24
）
２
１
１
２

☎
福
祉
課

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
申
請

の
お
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
申
請

の
お
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
申
請
期
間
は
、
診
療
月
か
ら
１

年
以
内
で
す
。
１
年
を
超
え
て
申

請
さ
れ
た
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
受
給
対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
上
天
草
市
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
受
給
資
格
者
と

し
て
認
定
を
受
け
た
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
を
お
持
ち
の
人

○
療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２
を

お
持
ち
の
人

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
を
お
持
ち
の
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
支
給
額

　
個
人
が
支
払
っ
た
医

療
費
か
ら
高
額
医
療
（
付
加
給

付
）
と
自
己
負
担
金
限
度
額
を

除
い
た
も
の
が
助
成
額
（
支
給

額
）
と
な
り
ま
す
。

○
自
己
負
担
金
限
度
額

 

・
外
来
…
１
０
２
０
円

 

・
入
院
…
２
０
４
０
円

※
計
算
は
、
一
医
療
機
関
で
月
ご

と
に
行
い
ま
す
。

▼
申
請
方
法

　
当
市
重
度
心
身
障

害
者
医
療
費
助
成
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
受
診
医
療

機
関
で
１
カ
月
分
を
ま
と
め
て

証
明
を
受
け
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
受
診
医
療
機
関

の
証
明
の
代
わ
り
に
診
療
月
分

の
領
収
書
添
付
で
も
可
能
で
す
。

▼
問
合
せ
先

　
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
１

　
２
月
１
日
か
ら
、
身
体
障
害
者

☎
福
祉
課

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の
補
聴
器

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
軽

度
・
中
等
度
難
聴
児
の
補
聴
器
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
内
容

　
市
で
定
め
る
基
準
額
の

範
囲
内
で
、
新
た
に
補
聴
器
を

購
入
す
る
費
用
ま
た
は
耐
用
年

数
経
過
後
に
補
聴
器
を
更
新
す

る
費
用
の
３
分
の
２
の
額
を
助

成
し
ま
す
。

▼
対
象

　
次
の
要
件
を
全
て
み
た

す
18
歳
未
満
の
児
童
が
対
象
で

す
。

○
上
天
草
市
に
住
所
を
有
し
て
い

る
こ
と

○
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
30
デ
シ

ベ
ル
以
上
で
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
の
対
象
と
な
ら
な
い

こ
と

○
補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
、
言
語

の
習
得
な
ど
一
定
の
効
果
が
期

待
で
き
る
と
指
定
医
師
が
判
断

し
て
い
る
こ
と

○
市
町
村
民
税
所
得
割
が
46
万
円

以
上
の
人
が
い
な
い
世
帯
に
属

し
て
い
る
こ
と

▼
問
合
せ
先
　
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
５
１
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お知らせ

☎
都
市
整
備
課

下
水
道
排
水
設
備
工
事
指

定
工
事
店
の
新
規
登
録
お

よ
び
更
新
に
つ
い
て

水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
の
臨

時
職
員
を
募
集
し
ま
す

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

　
平
成
25
年
度
の
市
下
水
道
排
水

設
備
工
事
指
定
工
事
店
の
指
定
の

申
請
を
次
の
と
お
り
受
付
け
ま
す

の
で
、
新
た
に
登
録
を
希
望
さ
れ

る
人
お
よ
び
既
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
平
成
26
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
有
効
期
限
が
終
了
し
、
更

新
を
希
望
さ
れ
る
人
は
必
ず
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　
２
月
17
日
（
月
）

〜
３
月
７
日
（
金
）
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
受
付
場
所

　
市
役
所
都
市
整
備

課
（
松
島
庁
舎
２
階
）

▼
必
要
書
類

　
市
下
水
道
条
例
施

行
規
則
第
16
条
お
よ
び
18
条
に

規
定
す
る
次
の
書
類

○
新
規
に
指
定
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
様
式
第
６
号
お
よ
び
こ
れ

に
記
載
さ
れ
た
書
類

○
継
続
で
指
定
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、
様
式
第
11
号
お
よ
び
こ
れ

に
記
載
さ
れ
た
書
類

▼
登
録
手
数
料
　
１
件
に
つ
き

１
万
円

※
申
請
に
必
要
な
書
類
や
詳
し
い

こ
と
は
、
問
合
せ
先
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
ま
た
申
請
書
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
都
市
整
備
課
水
環

境
係

　
☎
０
９
６
９
（
56
）
１
１
１
１

▼
勤
務
場
所
　
熊
本
県
水
産
研
究

セ
ン
タ
ー
（
大
矢
野
町
中
）

▼
採
用
予
定
人
数
　
30
人
程
度

▼
対
象
職
種
　
研
究
補
助
業
務

▼
勤
務
条
件

○
任
期
　
２
カ
月
以
内
。た
だ
し
、

平
成
26
年
度
中
で
の
再
任
用
は

可
。

▼
資
格

　
保
護
者
が
市
内
に
在
住

す
る
人
で
、
学
業
成
績
が
優
秀

で
学
資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
連
帯
保

証
人
が
市
税
に
お
い
て
未
納
が

な
い
こ
と
。

▼
貸
与
額

○
高
等
学
校
生
お
よ
び
高
等
専
門

学
校
生
（
１
〜
３
年
生
）：
月

額
２
万
円

○
高
等
専
門
学
校
生
（
４
、５
年

生
）、
専
修
（
専
門
）
学
校
生
：

月
額
３
万
円

○
短
期
大
学
、
大
学
ま
た
は
大
学

院
生
：
月
額
３
万
円

▼
返
還
期
間
　
卒
業
し
た
日

か
ら
10
年
以
内
（
年
額

３
万
６
０
０
０
円
を
下
っ
て
は

な
ら
な
い
）

▼
提
出
書
類
　
貸
与
申
請
書
、
推

薦
書
、
保
証
書
、
世
帯
全
員
の

所
得
証
明
書
、
連
帯
保
証
人
の

未
納
が
な
い
証
明
書
、
住
民
票

抄
本
（
写
し
）

☎
学
務
課

上
天
草
市
奨
学
生
を
募
集

し
ま
す

▼
申
込
期
間
・
提
出
先

○
市
内
の
中
学
生
、
上
天
草
高
校

生
：
２
月
24
日
（
月
）
〜
３
月

14
日
（
金
）
に
各
学
校
へ
提
出
。

○
そ
の
ほ
か
の
高
校
生
お
よ
び
大

学
生
な
ど
：
２
月
24
日
（
月
）

〜
３
月
20
日
（
木
）
に
学
務
課
、

大
矢
野
窓
口
セ
ン
タ
ー
、姫
戸
・

龍
ヶ
岳
統
括
支
所
へ
提
出
。

▼
留
意
事
項

○
申
請
を
さ
れ
て
も
奨
学
生
と
し

て
採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

○
高
校
か
ら
大
学
な
ど
新
た
に
進

学
さ
れ
る
場
合
は
、
前
年
度
貸

与
し
て
い
て
も
継
続
申
請
者
と

は
な
ら
ず
、
新
規
申
請
者
と
な

り
、
高
校
時
貸
与
分
の
償
還
手

続
き
ま
た
は
返
還
猶
予
申
請
を

し
て
い
た
だ
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
先
　
学
務
課
学
務
係

　
☎
０
９
６
９
（
28
）
３
３
６
４

番号 所属（勤務先） 職種 募集
人員 時 賃金

□雇用期間

□雇用職種など

□受験資格など

□募集期間

□申込方法

□試験日

□試験方法
□その他
□問合せ先 ☎
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○
勤
務
時
間

　
原
則
と
し
て
月
〜

金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

○
給
料

　
月
払
い
で
日
額
賃
金

※
賃
金
・
通
勤
費
用
相
当
額
以
外

の
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
参
考

　
平
成
25
年
度

　
日
額

　

５
５
８
０
円

○
そ
の
他

　
他
の
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
と
の
兼
職
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
応
募
期
間
な
ど

　
２
月
17
日

（
月
）
〜
21
日
（
金
）
の
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
に
、
履
歴
書

を
県
水
産
研
究
セ
ン
タ
ー
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
の
方
法
な
ど

　
２
月
24
日

（
月
）
〜
３
月
５
日
（
水
）
に

簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。
試

験
合
格
者
は
、３
月
10
日
（
月
）

午
前
10
時
に
県
水
産
研
究
セ
ン

タ
ー
内
の
掲
示
板
に
公
表
し
ま

す
。
そ
の
後
、
随
時
各
人
へ
合

否
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

※
合
格
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
履

歴
書
の
返
却
が
必
要
な
人
は
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先
　
熊
本
県
水

産
研
究
セ
ン
タ
ー
総
務
課

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
０
４
０
４

平
成
26
年
度
「
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す

　
林
野
庁
九
州
森
林
管
理
局
で

は
、
国
有
林
を
よ
り
「
国
民
の
森

林
」
と
し
て
管
理
経
営
し
て
い
く

た
め
、
森
林
・
林
業
や
国
有
林
に

興
味
を
持
た
れ
る
一
般
の
人
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
く
「
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
」
を
次
の
通
り
募
集
し
ま

す
。

▼
応
募
人
数

　
60
人
程
度

▼
依
頼
期
間

　
４
月
〜
平
成
27
年

３
月

▼
依
頼
内
容

○
森
林
・
林
業
、
国
有
林
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答

○
森
林
・
林
業
、
国
有
林
に
関
す

る
ご
意
見
や
ご
提
言
な
ど
の
報

告
、
広
報
紙
へ
の
投
稿

○
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出

席
▼
応
募
資
格

　
九
州
・
沖
縄
８
県

に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
（
平

成
26
年
４
月
１
日
現
在
）
で
、

森
林
・
林
業
お
よ
び
国
有
林
に

関
心
を
有
す
る
人
。

▼
応
募
方
法
　
官
製
ハ
ガ
キ
ま
た

は
封
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
次
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
メ
ー
ル
お
よ

び
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

○
郵
送
　
〒
８
６
０-

０
０
８
１

　
熊
本
市
西
区
京
町
本
丁
２
番
７

号
　
九
州
森
林
管
理
局
企
画
調

整
課
　
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

○
℻
０
９
６
（
３
２
８
）
３
６
４
３

○
電
子
メ
ー
ル
　ky_kikaku@

rinya.m
aff.go.jp

▼
募
集
期
限

　
２
月
28
日
（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）

▼
問
合
せ
先

　
九
州
森
林
管
理
局

企
画
調
整
課

　
☎
０
９
６
（
３
２
８
）
３
５
１
１

松
島
の
天
草
五
橋
周
辺
松

林
整
備
活
動
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

　「
明
日
の
松
島
を
考
え
る
会
」

で
は
、
本
市
の
松
島
を
日
本
に
誇

れ
る
松
島
に
再
生
す
る
た
め
に
、

松
林
整
備
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時

　
３
月
２
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
〜

※
雨
天
の
場
合
は
、
３
月
８
日

（
土
）
に
延
期

▼
集
合
場
所

　
天
草
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー

▼
活
動
内
容

　
池
島
周
辺
で
の
松

の
植
樹
と
下
草
刈
り

▼
準
備
物
な
ど
　
作
業
の
で
き
る

服
装（
軍
手
な
ど
も
）。草
刈
鎌
・

草
払
い
機
な
ど
持
参
可
能
な
人

は
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　
２
月
25
日
（
火
）

ま
で
に
、
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
な
ど
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た

は
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先
　
明
日
の
松

島
を
考
え
る
会
事
務
局
　
嶋
﨑

富
裕

○
☎
０
９
０
（
５
７
４
８
）
９
５
３
１

○
℻
０
９
６
９
（
56
）
１
７
８
０

□日時

□場所

□定員

□問合せ先

　☎
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お知らせ

□
入
札
日
▼
工
事
（
委
託
）
名
①

工
事
（
委
託
）
場
所
②
契
約
者
③

契
約
金
額
④
工
事
（
委
託
）
期
間

□
平
成
25
年
12
月
10
日
入
札
分

▼
姫
浦
橋
補
修
工
事

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②
肥
後
央
州
興
産
（
有
）（
龍
ヶ

岳
町
）

③
１
１
８
６
万
５
０
０
０
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
３
月

□
平
成
25
年
12
月
17
日
入
札
分

▼
市
道
合
津
西
の
浦
３
号
道
路
単

独
災
害
復
旧
工
事

①
松
島
町
合
津
地
区
内

②
（
株
）
坂
本
工
業
（
松
島
町
）

③
２
７
７
万
２
０
０
０
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
３
月

▼
市
道
亀
の
迫
江
後
線
道
路
維
持

工
事

①
大
矢
野
町
中
地
区
内

②（
有
）マ
サ
ル
建
設（
大
矢
野
町
）

③
１
９
７
万
４
０
０
０
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
３
月

▼
大
潟
ポ
ン
プ
場
送
水
管
布
設
替

工
事
（
１
工
区
）

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
（
有
）
寄
河
電
気
（
大
矢
野
町
）

③
４
６
２
万
円

そ
の
他

☎
監
理
課

工
事
等
入
札
結
果

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
２
月

▼
大
潟
ポ
ン
プ
場
送
水
管
布
設
替

工
事
（
２
工
区
）

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
（
株
）
汐
田
電
設
（
大
矢
野
町
）

③
４
６
７
万
２
５
０
０
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
２
月

▼
大
潟
ポ
ン
プ
場
送
水
管
布
設
替

工
事
（
３
工
区
）

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
（
有
）
水
元
電
気
（
大
矢
野
町
）

③
４
２
０
万
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
２
月

▼
市
道
洲
崎
１
号
線
道
路
側
溝
維

持
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
樋
島
地
区
内

②
（
有
）
福
井
建
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
１
８
０
万
６
０
０
０
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
２
月

▼
市
道
白
浜
団
地
１
号
線
舗
装
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
地
区
内

②
（
株
）
和
田
建
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
２
６
６
万
７
０
０
０
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
３
月

▼
市
道
尾
越
崎
大
潟
線
道
路
維
持

工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
木
下
建
設
（
株
）（
大
矢
野
町
）

③
１
７
２
万
２
０
０
０
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
３
月

▼
今
津
中
学
校
小
ホ
ー
ル
改
修
工
事

①
松
島
町
合
津
２
６
４
９
番
地

②
（
株
）
坂
本
建
設
　
上
天
草
支

店
（
松
島
町
）

③
４
１
６
万
８
５
０
０
円

□日時

□場所
□入場料
□参加団体

□問合せ先
☎

スタート時間 種目 場所

【大会当日のスタート時間】
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【問合せ先】
☎

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
３
月

▼
姫
戸
地
区
（
永
目
）
埋
立
造
成

Ｂ
工
事

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②
（
有
）
志
水
建
設
（
姫
戸
町
）

③
２
９
０
万
３
２
５
０
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
３
月

▼
大
矢
野
中
学
校
屋
内
運
動
場
跡

地
地
質
調
査
業
務

①
大
矢
野
町
中
４
８
３
番
地

②
（
株
）
中
央
土
木
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
（
天
草
市
）

③
２
１
０
万
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
２
月

□
平
成
25
年
12
月
25
日
入
札
分

▼
上
天
草
市
龍
ヶ
岳
町
防
災
行
政

無
線
屋
外
拡
声
子
局
デ
ジ
タ
ル

化
工
事

①
龍
ヶ
岳
町
地
区
内

②
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ス
（
株
）
シ
ス
テ
ム

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン

カ
ン
パ
ニ
ー
九
州
社（
福
岡
市
）

③
１
６
８
０
万
円

④
１
月
〜
３
月

▼
市
道
田
端
賎
の
女
線
舗
装
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
（
株
）
川
口
住
建
工
業
（
大
矢

野
町
）

③
５
４
９
万
１
５
０
０
円

④
１
月
〜
３
月

▼
今
津
中
学
校
部
室
棟
改
築
工
事

①
松
島
町
合
津
２
６
４
９
番
地

②
（
有
）
植
野
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
７
０
０
万
３
５
０
０
円

④
１
月
〜
２
月

▼
姫
戸
地
区
（
永
目
）
埋
立
造
成

Ａ
工
事

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②
（
有
）
山
口
海
運
（
姫
戸
町
）

③
６
３
０
万
円

④
１
月
〜
３
月

▼
田
端
第
２
地
区
畑
災
害
復
旧
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
沼
田
造
園
（
大
矢
野
町
）

③
１
１
６
万
５
５
０
０
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
３
月

▼
広
崎
地
区
畑
災
害
復
旧
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
（
有
）
成
松
園
（
大
矢
野
町
）

③
２
０
５
万
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
３
月

▼
田
端
第
１
地
区
道
路
災
害
復
旧

工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②（
株
）山
口
工
務
店（
大
矢
野
町
）

③
１
０
５
万
９
４
５
０
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
３
月

▼
田
端
第
２
地
区
道
路
災
害
復
旧

工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②（
株
）山
口
工
務
店（
大
矢
野
町
）

③
７
１
万
６
１
０
０
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
２
月

▼
女
鹿
串
地
区
道
路
災
害
復
旧
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
（
株
）
川
口
住
建
工
業
（
大
矢

野
町
）

③
１
８
７
万
４
２
５
０
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
３
月

▼
豊
後
谷
地
区
道
路
災
害
復
旧
工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
倉
田
工
業
（
大
矢
野
町
）

③
91
万
３
５
０
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
２
月

▼
双
原
地
区
水
路
災
害
復
旧
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
（
有
）
中
原
建
設
（
大
矢
野
町
）

③
１
０
１
万
７
４
５
０
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
３
月

▼
陣
内
地
区
畑
災
害
復
旧
工
事

①
姫
戸
町
二
間
戸
地
区
内

②
寺
中
設
備
（
姫
戸
町
）

③
72
万
３
０
０
円

④
平
成
25
年
12
月
〜
平
成
26
年
２
月

□
平
成
25
年
12
月
26
日
入
札
分

▼
市
道
環
状
西
１
号
線
道
路
改
良

工
事

①
大
矢
野
町
上
地
区
内

②
磯
口
建
設
（
有
）（
大
矢
野
町
）

③
３
３
６
４
万
２
０
０
０
円

④
１
月
〜
３
月

□
１
月
７
日
入
札
分

▼
上
天
草
市
景
観
計
画
策
定
業
務

委
託

①
上
天
草
市
一
円

②
東
亜
建
設
技
術
（
株
）
熊
本
営

業
所
（
熊
本
市
）

③
２
６
１
万
４
５
０
０
円

④
１
月
〜
３
月

▼
樋
島
地
区
消
火
栓
設
置
工
事（
２
）

①
龍
ヶ
岳
町
樋
島
地
区
内

②
（
有
）
瀧
下
建
設
（
龍
ヶ
岳
町
）

③
53
万
５
５
０
０
円

④
１
月
〜
３
月

▼
市
道
大
潟
３
号
線
道
路
維
持
工
事

①
大
矢
野
町
登
立
地
区
内

②
江
口
土
木
（
大
矢
野
町
）

③
２
２
７
万
８
５
０
０
円

④
１
月
〜
３
月

▼
上
天
草
市
ト
ン
ネ
ル
点
検
業
務

委
託
（
そ
の
２
）

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内

②
中
央
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

（
株
）
熊
本
事
務
所
（
熊
本
市
）

③
１
０
３
万
９
５
０
０
円

④
１
月
〜
３
月

▼
問
合
せ
先
　
監
理
課
契
約
検
査
係

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

　  kamiamakusa27



お知らせ

☎
総
務
課

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に

つ
い
て

　
上
天
草
市
に
は
、
市
長
が
推
薦

し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権

擁
護
委
員
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

　
こ
の
度
、
藤
川
さ
ん
が
新
た
に

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
人
権
に

関
す
る
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
委
嘱
発
令
日

　
平
成
26
年
１
月

１
日

▼
氏
名

　
藤
川
直
子

▼
住
所

　
上
天
草
市
大
矢
野
町
上

▼
問
合
せ
先

　
総
務
課
総
括
係

　

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
１
１
１
１

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も

　
熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

□
地
域
別
最
低
賃
金

▼
件
名

　
熊
本
県
最
低
賃
金

○
時
間
額

　
６
６
４
円

　
　

○
効
力
発
生
年
月
日
　
平
成
25
年

10
月
30
日

□
産
業
別
最
低
賃
金

▼
件
名
　
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、

情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

○
時
間
額

　
７
１
７
円 

○
効
力
発
生
年
月
日

　
平
成
25
年

12
月
15
日

▼
件
名

　
自
動
車
・
同
附
属
品
製

造
業
、
船
舶
製
造
・
修
理
業
，

舶
用
機
関
製
造
業

○
時
間
額

　
７
６
７
円

○
効
力
発
生
年
月
日

　
平
成
25
年

12
月
15
日

▼
件
名

　
百
貨
店
，
総
合
ス
ー

パ
ー

○
時
間
額

　
７
０
３
円

○
効
力
発
生
年
月
日

　
平
成
25
年

12
月
15
日

　
産
業
別
最
低
賃
金
に
は
、
適
用

範
囲
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

問
合
せ
先
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

□
問
合
せ
先

　
熊
本
労
働
局
労
働

基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
９
６
（
３
５
５
）
３
２
０
２

【上下水道料金表】
区　分 現行消費税率５％ 改定後消費税率８％

㎥
㎥ ㎥

㎥
㎥ ㎥

㎥
㎥ ㎥

㎥
㎥ ㎥

㎥
㎥ ㎥

㎥
㎥ ㎥

㎥
㎥ ㎥

㎥
㎥ ㎥

㎥
㎥ ㎥

㎥
㎥ ㎥

【上下水道料金への影響額】　例：１世帯の水道を 24立方メートル（１人６立方メートル×４人）利用した場合
区分 現行消費税率（５％） 改正後消費税率（８％） 影響額

○問合せ先 ☎ ☎
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　老齢基礎年金の
　　　支給を受けるには 

□満額で 77万 8500 円

□相談・問合せ先

☎

☎

☎

市のデータ

善
意
に
感
謝
（
敬
称
略
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
市
内
の
福
祉
施
設
（
南
風
苑
・

松
朗
園
・
き
ら
ら
の
里
・
翔
洋
苑
・

相
生
荘
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ビ
ス
を
し
た
人
を
紹
介
し
ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、
タ

カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、ヤ
ス
ダ
水
産
、

創
作
菓
子
工
房
ア
ロ
ー
ム
、
本

郷
絵
手
紙
も
み
じ
会
、 

だ
ん
だ

ん
、
面
山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
濱

口
民
謡
教
室
、
木
下
と
も
子
、

坂
元
裕
生
、
な
ご
み
、
龍
ヶ
岳

面
お
ど
り
愛
好
会
、
龍
ヶ
岳
町

老
人
ク
ラ
ブ
・
洗
濯
ボ
ラ
ン

訂
正
と
お
詫
び

　
１
月
号
19
ペ
ー
ジ
、
広
報
特
派

員
レ
ポ
ー
ト
１
行
目
の「
勧
乗
寺
」

は
「
観
乗
寺
」
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

Ｐ
Ｍ
2.5
測
定
機
「
上
天
草
市

合
津
局
」
を
設
置
し
ま
し
た

　
県
内
で
は
、
現
在
26
カ
所
の
測

定
局
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｍ
2.5
（
微
小

粒
子
状
物
質
）
の
濃
度
測
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
、
観
測

体
制
強
化
の
た
め
、
４
カ
所
の
測

定
機
が
増
設
さ
れ
、
市
で
は
合
津

終
末
処
理
場
敷
地
内
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　
な
お
、
観
測
デ
ー
タ
な
ど
は
次

の
サ
イ
ト
で
確
認
で
き
ま
す
。

○
ア
ド
レ
ス

　http://taiki.pref.
kum

am
oto.jp/kum

am
oto-

taiki/index.htm

　
ま
た
、
県
で
は
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
注
意
報
や
Ｐ
Ｍ
2.5
注
意
喚
起
な

ど
の
大
気
環
境
情
報
を
提
供
す
る

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。「sky@

123123.tv

」

に
空
メ
ー
ル
を
送
信
後
、
自
動
返

テ
ィ
ア
、
苓
陽
幼
稚
園

▼
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

▽
地
場
産
業
の
育
成
事
業
、
観
光

振
興
事
業
、
教
育
水
準
の
向
上

事
業
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
事
業

○
川
端
克（
東
京
都
大
田
区
）

▽
そ
の
他
市
長
が
特
に
必
要
と
認

め
る
事
業

○
嘉
悦
忠（
大
阪
府
河
内
長
野
市
）

○（
株
）松
浦
工
業（
松
浦
富
夫
・
松

浦
ミ
ツ
子
・
郷
古
千
夜
子
・
松
浦

利
光
・
松
浦
友
加
里
・
橋
田
勉
・

橋
田
優
子（
埼
玉
県
上
尾
市
））

▽
教
育
水
準
の
向
上
事
業

○
森
俊
一（
横
浜
市
旭
区
）

● 11月号の答え
①テニス② 47 回③ 20（周年）
●当選者（敬称略）
○本田有美子（大矢野町）
○田村洋美（姫戸町）
○細木涼佐（姫戸町）
○川中政浩（龍ヶ岳町）
○大田未佳（龍ヶ岳町）
●問合せ先　市長公室広報係 ☎

人 　 口　 30,275人（-  47）
男 　 性　 14,233人（-  23）
女 　 性　16,042人（-  24）
世 帯 数　 12,222戸（-     2）
市の面積      126.15㎢

平成26年1月31日現在（　）は前月比

信
さ
れ
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア
ク
セ
ス

し
、
必
要
事
項
を
入
力
し
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

　
県
環
境
保
全
課

　

　
☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
６
９
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お知らせ

□職場の健康保険をやめたときは届出をしてください

【医療保険制度の種類】
制度 被保険者

□退職者医療制度の届出にご協力ください

□問合せ先　 ☎

提出書類 備考

※電話による申請は原則行なっておりません。

□申請窓口

□問合せ先
　☎

《水道局からのお願い》

30　  kamiamakusa



高齢期のうつについて

【問合せ先】

☎

◆ 相談窓口

◆開設日時

◆専用電話番号
　☎

こちら消費生活センターです！

【巡回相談窓口のご案内】

場所 巡回窓口開設日 開設時間

□日時

□内容

□問合せ先

☎

（移転日は 3 月 20 日）
3 階  広域連合事務局
2 階  消防本部
1 階  中央消防署

至 佐伊津町

至 
本
町

本渡海水浴場

天草警察署

旧消防本部
中央消防所

天草市役所

スーパーセンター
　　　　　タイヨー

I S U Z U
大  劇

324
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▽
３
月
９
日
に
は
、
第
42
回
天
草
パ
ー
ル

ラ
イ
ン
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
今
年
の
大
会
に
は
、
約
４
８
０
０
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
春
の
上
天
草
路
を
駆
け
ぬ

け
ま
す
。
皆
さ
ん
の
声
援
が
き
っ
と
ラ
ン

ナ
ー
の
力
に
な
る
は
ず
で
す
。
当
日
は
、

私
も
応
援
し
な
が
ら
取
材
し
た
い
と
思
い

ま
す
。（
Ｙ
）

▽
立
春
を
迎
え
ま
し
た
が
、
ま
た
厳
し
い

寒
さ
が
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
２
月
１
日
は

「
菜
の
花
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
取
材
、
約

５
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
参
加
者
と
一
緒
に
歩

い
て
き
ま
し
た
。
昼
食
で
振
る
舞
わ
れ
た

温
か
い
「
ま
ん
さ
い
汁
」
は
、
美
味
し
い

と
参
加
者
か
ら
大
好
評
で
し
た
。（
Ｋ
）

【運行に関する問合せ先】
☎

☎


